
<無
量
寿
経
>
の
諸
仏
名

(
柴

田
)

<
無
量
寿

経
>
の
諸
仏

名

柴

田

泰

浄
土
教
の
主
要
経
典

<無
量
寿
経
>
に
は
、
正
宗
分
の
最
初
に
法
蔵

菩
薩
の
師
、
世
自
在
王
仏
に
至
る
ま
で
の

〔過
去
の
諸
仏
〕
と
、
最
後

に
他
方
仏
国
土
の
諸
菩
薩
往
生
を
説
く
章
で
、
十
三
、
四
の
諸
仏

(仮

に
魏
訳
に
託
し
て

〔十
三
仏
〕
と
呼
称
)
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
仏

名
に
つ
い
て
は
、
従
来

<無
量
寿
経
>
諸
本
で
の
み
解
釈
さ
れ
て
い
た

が
、
『
仏
名
経
』
な
ど
に
も
相
応
す
る
諸
仏
が
数
個
所
認
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
諸
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
知

ら
れ
る

二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
論
及
し
た
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
諸
資
料
で
あ
る
が
、

<無
量
寿
経
>
の
梵
本
、
チ
ベ
ッ

ト
訳
、

漢
訳
五
本
の
い
ず
れ
に
も
、
〔過
去
仏
〕
、〔十
三
仏
〕
は
説
か
れ

て
い
る
。
従
つ
て
、
<無
量
寿
経
>
で
は
そ
の
原
初
形
態
か
ら
存
在
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
の
資
料
と
し
て
は
、
〔過
去
仏
〕
に
つ
い
て

は

『
仏
名
経

(菩
提
流
支
訳
)』
に
四
個
所
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品

(
1
)

に

一
個
所
、
敦
煙
仏
名
経

(S
六
七
六
一
)
に

一
個
所
の
計
六
個
所
、

〔十
三
仏
〕
に
つ
い
て
は
、
『仏
名
経
』
に
四
個
所
、
「
易
行
品
」
に

一

(2
)

個
所
の
計
五
個
所
、
い
ず
れ
も
訳
語
を
異
に
し
て
認
め
ら
れ
る
。
以
上

が

<無
量
寿
経
>

の
諸
仏
名
に
関
す
る
資
料

で
あ
り
、
諸
異
本
を
含
め

て
十
二
、
三
個
所
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
疑
経
の
中

に

『
無
量
寿
経
』
(魏
訳
)
の
諸
仏

・
菩
薩
を
そ

つ
く
り
転
用
し
た
事
例

が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
混
乱
を
避
け
て
後
に
論
及
し
よ
う
。

次
に
、
と
く
に
本
稿
に
関
係
す
る
従
来
の
見
解
を
挙
げ
る
と
、
第

一

に
、
〈無
量
寿
経
〉
諸
本
の
成
立
過
程
の
問
題
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
先
学
が
考
究
し
て
い
る
が
、
二
十
四
願
系
か
ら
四
十
八

(3
)

願
系
、

そ
し
て
三
十
六
願
系
と
い
う
見
解
が
有
力
と
思
わ
れ
る
。
第
二

に
、
〔十
三
仏
〕
の
章
の
対
告
衆
が
阿
難
か
ら
弥
勒
に
代
つ
て
い
る
構
成

上
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
藤
田
宏
達
博
士
が

"
こ
の

部
分
が
こ
の
経
典
に
と
つ
て
、
も
と
も
と
異
質
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
と

(4
)

を
示
し
て
い
る
。
〃
と
原
初
形
態
に
古
層
と
新

層
の
あ
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
る
。
第
三
に
、
『
仏
名
経
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
当
該
経
典
に
は

<無
量
寿
経
>
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
大
乗
経
典
の
諸
仏
も
訳
語
を

異
に
し
て
数
多
く
相
応
す
る
こ
と
、
お
そ
ら
く
数
人
の
訳
者
に
よ
る
合

(5
)

繰
経
典
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
か
つ
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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そ
こ
で
、
こ
れ
ら
諸
仏
名
の
関
連
性
を
探
る
た
め
に
、
諸
資
料
相
互

(
6
)

の
仏
名
を
対
照
す
る
と
、
全
体
的
特
徴
と
し
て
は
、
第

一
に
、
諸
資
料

の
訳
語

は
異
な
り
、

一
つ
と
し
て
他
の
漢
訳
か
ら
の
転
用
は
考
え
ら
れ

な
い
。
第
二
に
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
原
本
は
同
系
統
と
思
わ
れ
る
。

漢
訳
仏
名
の
中
に
は
比
較
で
き
な
い
訳
語
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
相

応
す
る
か
ら
、
全
く
異
質
な
素
材
と
は
思
え
な
い
。
第
三
に
、
と
く
に

(7
)

〔過
去
仏
〕
に
関
し
て
、
そ
の
数
に
著
し
く
差
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
伝

承
の
過
程
で
異
動
の
あ

つ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
第

四
に
、
『仏

名

経
』
の
二
個
所
、
「
易
行
品
」
で
は

〔過
去
仏
〕
と

〔十
三
仏
が
〕
連
続

し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
特
徴
に
従
来
の
見
解
を
勘
案
す
る
と
、

わ
れ
わ
れ
が

<無
量
寿
経
>
諸
本
で
の
み
考
え
て
い
た
問
題
の
何
点
か

が
、
よ
り
明
ら
か
に
納
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第

一
は
、
過
去
仏
数
の
異
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立

過
程
が
明
ら
か
に
な
る
。
梵
本
と
最
も
良
く
対
応
す
る
漢
訳
資
料
は
、

そ
の
数

か
ら
み
て
も
、
「
易
行
品
」
で
あ
る
。
と
く
に
梵
本
後
半
部

(第

四
+
二
仏
以
下
)
は
そ
の
他
の
漢
訳
に
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
わ
れ
わ
れ
は
現
行
梵
本
が
四
十
八
願
系
で
あ
り
、
「
易
行
品
」
の
浄

(8
)

土
思
想

も
そ
れ
に
類
す
る
発
達
形
態
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
る
。
そ

う
す
る
と
、
そ
の
他
の
漢
訳
資
料
で
ほ
ぼ
数
を
等
し
く
す
る
四
十
仏
前

後
が

〔
過
去
仏
〕
の
最
初
の
形
態
、
梵
本

・
「
易
行
品
」
の
後
半
部
は
後

に
増
広

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
後
半
部
に
は
前
半
の
仏
名
が
三
仏
重
複

し
、
ま
た
類
似

の
仏
名
も
認
め
ら
れ
る
点
、
『
仏
名
経
』
に
は
後
半
部
に

相
応
す
る
仏
名
が
登
場
し
な
い
点
な
ど
も
、
異

な
つ
た
素
材
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、
漢
訳
に
共
通
し
、
梵
本

・
「
易
行
品
」
に
欠

く
仏
名
が
原
初
的
形
態
、
『
無
量
寿
荘
厳
経
』
に
は
梵
本

・
「易
行
品
L

の
み
に
相
応
す
る
仏
名
が
あ
り
、
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』
に
は
査

定
で
き
な
い
仏
名
が
多
い
、
な
ど
の
点
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
は

<無
量
寿
経
>
諸
本
の
み
で
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
そ
こ
に
他
の
資
料

を
加
え
る
こ
と
で
妥
当
性
が
よ
り
納
得
さ
れ
、
<無
量
寿
経
>
諸
本
を
考

(9
)

察
す
る
場
合
の

一
つ
の
例
証
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
〔十
三
仏
〕
に
関
し
て
、
そ
の
数
は

一
、
二
の
違
い
で
大
き

な
変
動
は
な
い
。
こ
ゞ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

こ
の
章
の
対
告
衆
が
阿

難
か
ら
弥
勒
に
代

つ
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
藤
田
博

士
は

"
も
と
も
と
異
質
な
も
の
〃
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
『仏
名
経
』
な
ど

に
全
く
独
立
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
或
る
別

な
素
材
で
あ

つ
た
こ
と

を
肯
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
同
様
の
例
証
と
し
て
、
<阿
弥
陀
経
>
の
六

(10
)

方
諸
仏
が
仏
名
経
類
か
ら
素
材
を
得
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
を
知

つ
て
い

る
が
、
〔十
三
仏
〕
の
章
も
構
成
上
の
問
題
と
し

て
同
様
に
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『仏
名
経
』
・
「易
行
品
」
に
認
め

る

〔
過
去
仏
〕
と

〔十
三

仏
〕
が
連
続
し
て
記
述
さ
れ
る
点
が
あ
る
。

<無
量
寿
経
>

の
み
で
は
、

全
く
別
な
章
の
諸
仏
と
し
て
見
過
ご
す
が
、

こ
う
し
た
連
続
し
た
形
態

を
認
め
る
と
き
、
お
そ
ら
く

<仏
名
経
類
>
で
は

一
類
の
諸
仏
と
ま
と

め
ら
れ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
〔過
去
仏
〕
と

〔十
三
仏
〕
に
は
重

<無
量
寿
経
>

の
諸
仏
名

(
柴

田
)
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<無
量
寿
経
>
の
諸
仏
名

(柴

田
)

複
す
る
仏
名
の
あ
る
点
、
構
成
の
上
で
異
質
な
素
材

で
あ
る
点
、
『
仏

名
経
』
に
は
別
々
な
事
例
と
連
続
し
た
事
例
が
あ
る
点
、
発
達
形
態
の

「
易
行
品
」
で
は
連
.記
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
後
に

一
つ

に
ま
と
め
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
こ
と
は

<仏
名
経
類
>
で
の

繋
が
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
万
余
の
諸
仏
も
、
初
め
は
小
部
な

素
材
が
次
第
に
ま
と
め
ら
れ
て
現
行
の
経
典
に
な
つ
た
の
で
あ
り
、
個

々
の
素
材
を
見
出
す
こ
と
が
多
仏
思
想
の
成
立
に
つ
い
て
の
手
掛
り
を

示
す
も
の
と
し
て
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
が
諸
資
料
か
ら
知
ら
れ
る
二
、
三
の
点
で
あ
る
が
、
最
後
に
疑

経
で
の
引
用
例
に
つ
い
て
指
摘
し
よ
う
。

こ
の
場
合
、
諸
本
の
中
で
も

『
無
量
寿
経
』
(康
僧
鎧
訳
?
)
で
あ
る
が
、
そ
の
諸
仏
菩
薩
が

『
大
通

(1
1
)

方
広
経
』
『仏
名
経
』
三
十
巻
な
ど
に
そ
つ
く
り
転
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
本
経
が
中
国
社
会
に
お
い
て
如
何
に
信
奉
さ
れ
た

か
を
示
す
例
証
と
考
え
れ
ば
よ
い
が
、
こ
こ
で
新
た
に
指
摘
す
る
こ
と

は
、
〔十
二
光
仏
〕
が
従
来

の
見
解
よ
り
、
更
に
古
く
認
め
ら
れ
る
点
で

あ
る
。

<
無
量
寿
経
>
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
働
き
を
強
調
す
る
た

め
に
種

々
の
別
称
で
説
き
、
古
来

〔十
二
光
仏
〕
と
呼
ん
で
い
る
。
従

つ
て
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
別
名
で
あ
る
が
、
中
国
以
降
で
は
夫
々
別

々
の
仏
と
解
釈
さ
れ
、
疑
経
に
登
場
し
て
く
る
。
従
来
の
指
摘
に
よ
る

(12
)と
、
そ
の
典
拠
は

『
大
仏
頂
首
樗
厳
経
』
『
九
品
往
生
陀
羅
尼
経
』
で
あ

(13
)

る
が
、
前
者
は
八
世
紀
、
後
者
は
日
本
撰
述
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て

『
法
経
録

(
五
九
四
年
)』
初
出
、
仁
寿
三
年

(六
〇
三
年
)
写
経

(14
)

の
有
す
る

『大
遙
方
汰
経

』
に
見
出
す
こ
と
は
・
〔十
二
光
仏
〕
別
仏
説

の
最
も
古
い
資
料
と
云
え
よ
う
。

以
上
、

<無
量
寿
経
>
の
諸
仏
名
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
問
題
に
論
及

し
た
。
従
来

<無
量
寿
経
>
諸
本
に
限

つ
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
問
題
に
、

新
た
に

『
仏
名
経
』
な
ど
の
相
応
仏
名
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
と

く
に

〔過
去
仏
〕
の
形
態
に
つ
い
て
は
或
る
程
度
納
得
で
き
る
諸
点
が

認
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
疑
経
の
転
用
例
も
異

論
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。

し
か
し
、
第
二
、
三
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
他
の
大
乗
経
典
の
諸

仏
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
な
お
残
さ
れ

た
課
題
は
多
い
。
た
ぼ
、
こ
う
し
た
問
題
は
広
く
多
仏
思
想
を
資
料
的

に
跡
付
け
る
場
合
の
重
要
な
手
掛
り
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

1
『

仏
名
経
』
大
正
一
四
・
一
三
四
中
、
一
七
八
上
、
下
、

一
八
〇
上
、

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
大
正
二
六
・
四
二
下
-
四
三
上
、
S
六
七
六
一
。

2
『

仏
名
経
』
大
正
一
四
・
一
二
九
中
、
一
五

一
下
、
一
七
八
上
、
一
八
〇

上
中
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
大
正
二
六
・
四
三
上
。

3
 
た
と
え
ば
、
藤
田
宏
達

『原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
三
八
〇
-
三
八
八

頁
、
宮
地
廓
慧

「大
無
量
寿
経
異
本
対
照
私
考

(
二
)」
(『
印
仏
研
』
第
二

〇
巻
第
二
号
)
な
ど
。

4
 
藤
田
博
士
、
前
掲
書
、

一
七
四
-
一
七
五
頁
。

5
 
拙
稿

「菩
提
流
支
訳

『
仏
名
経
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
(『印
仏
研
』
第

二
四
巻
第

一
号
)
。

6
 
紙
数
の
都
合
に
よ
り
、
「比
較
対
照
表
」
は
別
に
発
表
予
定
。
な
お
、
す

べ
て
音
訳
語
を
挙
げ
る

『
大
阿
弥
陀
経
』
の
諸
仏
は
多
く
査
定
困
難
で
あ
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り
、
以
下

の
論
述

で
は
考
慮
し
な
い
。

7
 

世
自
在
王
仏
を
含
め
た
過
去
仏
数

は
、
梵
本
八
十

一
仏

(
足
利
刊
本
補

正
、

藤
田
宏
達

『
梵
文
和
訳
無
量
寿
経

・
阿
弥
陀
経
』
四
八
-
四

九
、

一

八
五
-
一

八
六
頁
参
照
)
、
チ
ベ
ッ
ト
訳

八
十

二
仏
、

『
大
阿
弥
陀
経
』

三

十

四
仏
、
『
平
等
覚
経
』

三
十
七
仏
、
『
無
量
寿
経
』
五
十

四
仏
、
『
無
量
寿

如
来
会
』

四
十

二
仏
、
『
無
量
寿
荘
厳
経
』

三
十

八
仏
、

『
仏
名
経
』
四
十

五
仏
、

四
十

一
仏

(
他
の
二
個
所
中
途
)
、
「
易
行
品
」
九
十

一
仏
、
「
S
六

七
六

一
」

四
十
八
仏
。

8
 

藤
田
宏
達

「
イ
ン
ド

の
浄
土
思
想
」
(
『
講

座
東
洋
思
想
』

6
、

二
八
-

二
九
頁
)
。

9
 

梵
本

の
過
去
仏

が
漢
訳
諸
本

よ
り
も

「
易
行

品
」
に
相
応

す
る
特
徴

は
、

本
経

の
最
初

の
声

聞
比
丘
が
漢
訳
諸
本
よ
り
も

『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』

に
対
応
す
る
点
と
共
通
し
て
い
る

(拙
稿

「
無
量
寿
経
説
法
会

の
比
丘
衆
」

『
札
幌
大
谷
短
期
大
学
紀
要
』
第
四
号
)
。

10
 
藤

田
宏
達

『
原
始

浄

土
思

想

の
研

究
』

二

一
三
-
二

二

一
頁
、

拙

稿

「
『
阿
弥
陀
経
』

六
方
諸
仏
の
異
名
」
(
『
印
仏
研
』

第
二
三
巻
第

二
号
)
。

1
1
『
大
通

方
広
経
』
大
正
八
五

・
一
三
四

一
下
-
一

三
四
二
上
、

二
二
四
三

上
、
『
仏

名
経
』

三
十
巻
、

大
正

一
四

・
二
三
九
中
、

二

四

三
下
、

二

四

四
中
、

二
五
八
上
中
、

二
七

一
中
。

12
 

た
と
え
ば
、
望

月
信
亨

『
浄

土
教
之
研
究
』

二

一
一
-
二

一
四
頁
。

13
 

望
月
信
亨

『
仏
教
経
典
成
立
史
論
』

四
九

三
-
五

〇
九
頁
、

牧

田
諦
亮

『
疑
経
研
究
』

四
〇

七
頁
。

14
『

法
経
録
』
巻

二

(
大
正
五
五

・
一
二
六
中
)
、
S
四

五
五
三

題
記
。

<
無
量
寿
経
>
の

諸
仏
名

(
柴

田
)

-191-


